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東日本大震災被災県等に対する北海道としての支援状況 
                                                                       

１ 被災地の復興支援      

   全国知事会等の要請に基づき、被災３県等に職員を派遣〔全員地方自治法による長期派遣〕 

 計 岩手県 宮城県 福島県 

平成25年度 48名(67名) 12名(15名) 26名(33名) 10名(19名) 

平成26年度（予定） 50名(－) 15名(－) 26名(－) 9名(－) 

注)括弧内は延べ人数、教育庁含む、市町村への派遣含む 

 

２ 避難者の受入支援  

震災で被災された方々の積極的な受け入れを行うとともに、住宅の提供や生活状況の提供など

を実施 

 （１）避難者の受入状況（平成２６年９月１１日現在） 

  ①避難元別内訳 

合 計 岩手県 宮城県 福島県 その他 

  2,589名(前回比-16)  98名(3.8%) 608名(23.5%) 1,602名(61.9%) 281名(10.9%) 

  ②避難先別内訳（受入 83 市町村のうちの上位） 

札幌市 1,484名 函館市 167名 旭川市 122名 釧路市 71名 江別市 56名 

  ③避難場所別内訳 

合 計 公営住宅等※ 病院福祉施設 民間賃貸 親族・知人宅 その他 

2,589名    1,228名 1名 840名 327名 193名 

      ※公営住宅等とは、道営住宅、市町村営住宅、公務員住宅、雇用促進住宅等公的主体が管理する住宅 

   ＜参考＞避難者数の推移（※全国避難者数は３県のデータが把握できた時点から掲載） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

（２）被災者支援のための総合相談窓口の設置 （平成 23 年 3 月 23 日～） 

体 制 等 本庁及び各振興局に総合相談窓口を設置 

相談内容 受入に関する住宅や教育など生活全般に関してワンストップで対応 

 

（３）ふるさとネット[全国避難者情報システム] の運用（平成 23 年 3 月 31 日～） 

取組内容 

 

避難者の安否情報を避難元に情報提供するとともに、避難元からの情報を伝達

するための登録制度（登録は任意） 

登録件数 859世帯 2,172名（平成26年3月13日現在）  
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 （４） 公営住宅等への入居 

   岩手県、宮城県、福島県の避難者を対象に、応急仮設住宅として提供【新規募集終了】 

     入居期間：最長で平成 28 年 3 月 31 日まで入居可能 

   ・民間賃貸住宅の借り上げ 140 戸  372 名（平成 26 年 7 月末現在） 

     ・道営住宅の提供      55 戸  157 名（平成 26 年 7 月末現在） 

 

 （５） 平成 26 年度に実施する取組【委託事業で実施】 

  ①東日本大震災広域避難者交流・自立支援事業（事業受託者：北海道広域避難アシスト協会） 

  ○交流の場の確保（避難者や支援団体などが自由に集うことの出来る交流スペース） 

   ・名  称  「サロン・ド・からから」（札幌市豊平区） 

   ・開設時間 平日 10:00～17:00 

   ○自立と生活再建に向けた情報提供 

ア 情報紙「からから」の発行 

・月１回（４月～２月） ・発行部数：１回１３００部以上 ・配布方法：郵送 

・配 布 先：ふるさとネット登録世帯、受入市町村、支援団体等 

イ  避難元に関する情報収集 

道内の避難者の中から選定したモニターが被災地（避難元）を訪れ、復興・復旧な

どの状況について避難者の目線でレポートを作成、当該レポートを情報紙に掲載して

他の避難者に提供し、今後の生活の検討材料としていただく。 

 ・対 象 者：ふるさとネット（全国避難者情報システム）に登録している方 

・募集人員：５０名以上（４万円を上限として交通費を助成） 

  ○避難者の戸別訪問 

避難生活が長期化する中、孤立化が懸念される避難者の家庭を戸別訪問し見守りをとと

もに、必要に応じて関係機関と連携して支援を行う。（各月２０戸程度） 

 

  ②３.１１心に刻む震災の記憶・北海道と東北被災地交流促進事業 

      緊急雇用創出推進事業（地域人づくり事業）を活用し、北海道と東北被災地との交流促 

   進を担う人材を育成 

 

【参考：平成25年度までの主な取組】 

 ①被災地への支援物資の提供(平成23年3月～5月） 

  ～食料品、日用品、絵本などの搬送 

 ②家電・家具のマッチングサイト 「助けあい北海道」（平成23年4月～平成24年3月） 

  ～提供申出数：354件、成約数：196件 

 ③公営住宅入居前のホテル等の宿泊（平成23年4月～平成24年3月）<経済部> 

  ～利用件数：334件、利用人数：1,086人（延べ2,726人泊） 

 ④各地で開催する「合同企業面接会」等の情報提供 

 ⑤雇用交付金を活用した被災者雇用  

 ⑥避難者向けイベント等の開催 

    民間団体等との連携により、避難者向けのイベントの実施･開催協力、支援団体と 

 の意見交換会等を実施  (H23：7回、H24：8回) 

 ⑦被災地からの移動に係る経費の負担 

  ～子どもたちなどの集団による一時避難の受入支援（H23:2,427名、H24:533名） 

  ～母子避難者の家族再会のための交通費支援（H24:96名） 

  ⑧避難者の実態調査（アンケート調査）の実施（H24) 

 ⑨東日本大震災による被災避難者支援事業（H25） 

  ～広報紙の発行、一時帰郷支援、絆づくりのためのフォーラムの開催   

  ⑩東日本大震災被災観光地支援事業（H25） 

    ～被災地応援ツーリズムの開発及び被災地観光宣伝支援事業の実施 

 



北海道における被災避難者の受入状況(平成２６年９月1１日現在)
①道内各市町村別 (単位：人)

双葉郡８町村(注１)
南相馬市、田村市 左記以外市町村 計

1 札幌市 1,484 24 306 140 825 965 189
2 函館市 167 12 34 25 76 101 20
3 旭川市 122 10 39 18 43 61 12
4 釧路市 71 11 40 3 9 12 8
5 江別市 56 4 16 2 34 36 0
6 千歳市 55 7 13 11 24 35 0
7 岩見沢市 45 2 8 24 11 35 0
8 苫小牧市 43 4 26 8 5 13 0
9 恵庭市 42 0 0 19 23 42 0

10 帯広市 37 4 11 11 5 16 6
11 小樽市 37 0 8 4 21 25 4
12 北見市 28 3 3 1 21 22 0
13 北斗市 25 0 4 17 4 21 0
14 伊達市 23 0 14 5 4 9 0
15 北広島市 19 0 2 9 4 13 4
16 石狩市 17 1 4 2 6 8 4
17 東川町 16 0 0 0 12 12 4
18 新ひだか町 14 0 0 3 11 14 0
19 紋別市 12 0 8 0 2 2 2
20 根室市 12 5 7 0 0 0 0
21 八雲町 11 0 2 8 1 9 0
22 標茶町 10 0 0 0 10 10 0
23 洞爺湖町 9 2 2 0 5 5 0
24 士別市 8 1 1 0 0 0 6
25 芽室町 8 0 1 7 0 7 0
26 深川市 8 0 2 4 2 6 0
27 美瑛町 8 0 2 6 0 6 0
28 夕張市 7 0 4 2 1 3 0
29 岩内町 7 0 1 6 0 6 0
30 余市町 7 0 3 0 2 2 2
31 平取町 7 0 0 0 0 0 7
32 上富良野町 7 0 0 7 0 7 0
33 滝川市 6 0 3 0 3 3 0
34 当別町 6 0 0 2 4 6 0
35 厚真町 6 0 0 6 0 6 0
36 安平町 6 0 6 0 0 0 0
37 七飯町 6 0 0 4 2 6 0
38 中標津町 5 0 0 0 5 5 0
39 三笠市 5 0 0 0 5 5 0
40 ニセコ町 5 0 0 5 0 5 0
41 倶知安町 5 0 0 0 5 5 0
42 せたな町 5 0 3 0 2 2 0
43 富良野市 5 0 0 2 3 5 0
44 斜里町 5 0 0 5 0 5 0
45 登別市 4 0 0 4 0 4 0
46 栗山町 4 0 1 0 3 3 0
47 月形町 4 0 3 1 0 1 0
48 沼田町 4 0 0 4 0 4 0
49 比布町 4 0 4 0 0 0 0
50 愛別町 4 4 0 0 0 0 0
51 和寒町 4 0 4 0 0 0 0
52 稚内市 4 0 0 1 0 1 3
53 美幌町 4 0 0 4 0 4 0
54 幕別町 4 0 0 0 0 0 4
55 池田町 4 0 0 0 4 4 0
56 弟子屈町 4 4 0 0 0 0 0
57 芦別市 3 0 0 0 3 3 0
58 妹背牛町 3 0 0 0 3 3 0
59 蘭越町 3 0 3 0 0 0 0
60 白老町 3 0 0 0 3 3 0
61 厚沢部町 3 0 3 0 0 0 0
62 鷹栖町 3 0 0 0 0 0 3
63 上川町 3 0 3 0 0 0 0
64 南富良野町 3 0 0 0 3 3 0
65 剣淵町 3 0 0 0 0 0 3
66 遠軽町 3 0 2 1 0 1 0
67 網走市 3 0 3 0 0 0 0
68 長沼町 2 0 0 0 2 2 0
69 むかわ町 2 0 2 0 0 0 0
70 美唄市 2 0 2 0 0 0 0
71 砂川市 2 0 2 0 0 0 0
72 寿都町 2 0 2 0 0 0 0
73 当麻町 2 0 0 0 2 2 0
74 西興部村 2 0 0 0 2 2 0
75 名寄市 1 0 0 0 1 1 0
76 新篠津村 1 0 0 1 0 1 0
77 仁木町 1 0 0 0 1 1 0
78 新冠町 1 0 1 0 0 0 0
79 森町 1 0 0 1 0 1 0
80 津別町 1 0 0 1 0 1 0
81 置戸町 1 0 0 1 0 1 0

合   計 2,589 98 608 385 1,217 1,602 281
受入団体数 81 16 43 40 44 61 17
※注１：双葉郡８町村とは、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町及び葛尾村の６町２村

その他市町村名 合 計 岩手県 宮城県
福島県



②避難場所別避難者数（避難元都府県別） （単位：人）

①
学校・体育館・

公民館等

②
公営住宅等

（注２）

③
病院・

社会福祉施設

④
民間賃貸住宅

⑤
親族・知人宅

⑥
旅館・ホテル

⑦
その他

岩手県 0 44 0 23 28 0 3 98 16
宮城県 0 285 1 192 93 0 37 608 43
福島県計 0 821 0 506 159 0 116 1,602 61
（双葉郡８町村、
　南相馬市、田村市） (0) (182) (0) (129) (42) (0) (32) (385) 40
（上記以外市町村） (0) (639) (0) (377) (117) (0) (84) (1,217) 44
その他・不明 0 78 0 119 47 0 37 281 17

合　      計 0 1,228 1 840 327 0 193 2,589 81
※注２：「公営住宅等」とは、道営住宅、市町村営住宅、公務員住宅、雇用促進住宅、UR住宅、応急仮設住宅等の公的主体が管理する住居、社宅

③避難場所別避難者数（避難元都府県別）
※上記②を復興庁公表ベースに置き換え （単位：人）

Ａ
住宅等
②＋④

Ｂ
親族・知人宅等

⑤＋⑦

Ｃ
病院等

③

岩手県 67 31 0 98 16
宮城県 477 130 1 608 43
福島県計 1,327 275 0 1,602 61
（双葉郡８町村、
　南相馬市、田村市） (311) (74) (0) (385) 40
（上記以外市町村） (1,016) (201) (0) (1,217) 44
その他・不明 197 84 0 281 17

合　      計 2,068 520 1 2,589 81

第 １ 回（平成２３年  ６月　２日現在）　１，９８６名　　　　　　　　　　　　　　 ９９市町村
第 ２ 回（平成２３年  ６月１６日現在）　２，１６５名（前回比　＋１７９）　　１０１市町村（前回比　＋２）
第 ３ 回（平成２３年  ６月３０日現在）　２，３０８名（前回比　＋１４３）　　１０４市町村（前回比　＋３）
第 ４ 回（平成２３年  ７月１４日現在）　２，４０９名（前回比　＋１０１）　　１０４市町村（前回比　±０）
第 ５ 回（平成２３年  ７月２８日現在）　２，５５０名（前回比　＋１４１）　　１０５市町村（前回比　＋１）
第 ６ 回（平成２３年  ８月１１日現在）　３，０９０名（前回比　＋５４０）　　１０５市町村（前回比　±０）
第 ７ 回（平成２３年  ８月２５日現在）　３，２２０名（前回比　＋１３０）　　１０５市町村（前回比　±０）
第 ８ 回（平成２３年  ９月　８日現在）　３，１５９名（前回比　－　６１）　　１０２市町村（前回比　－３）
第 ９ 回（平成２３年　９月２２日現在）　３，０７５名（前回比　－　８４）　　１００市町村（前回比　－２）
第１０回（平成２３年１０月　６日現在）　３，０４７名（前回比　－　２８）　　　９８市町村（前回比　－２）
第１１回（平成２３年１０月２０日現在）　３，０４９名（前回比　＋　　２）　　１００市町村（前回比　＋２）
第１２回（平成２３年１１月　２日現在）　３，０３７名（前回比　－　１２）　　　９９市町村（前回比　－１）
第１３回（平成２３年１１月１７日現在）　３，０３０名（前回比　－　　７）　　　９９市町村（前回比　±０）
第１４回（平成２３年１２月　１日現在）　３，０１１名（前回比　－　１９）　　１００市町村（前回比　＋１）
第１５回（平成２３年１２月１５日現在）　３，０２３名（前回比　＋　１２）　　１００市町村（前回比　±０）
第１６回（平成２４年　１月１２日現在）　３，０１７名（前回比　－　　６）　　１００市町村（前回比　±０）
第１７回（平成２４年　１月２６日現在）　３，０４８名（前回比　＋　３１）　　１０１市町村（前回比　＋１）
第１８回（平成２４年　２月　９日現在）　３，０２５名（前回比　－　２３）　　１０２市町村（前回比　＋１）
第１９回（平成２４年　２月２３日現在）　３，０５７名（前回比　＋　３２）　　１０２市町村（前回比　±０）
第２０回（平成２４年　３月　８日現在）　３，０７５名（前回比　＋　１８）　　１０２市町村（前回比　±０）
第２１回（平成２４年　３月２２日現在）　３，０６３名（前回比　－　１２）　　１０２市町村（前回比　±０）
第２２回（平成２４年　４月　３日現在）　３，００３名（前回比　－　６０）　　１００市町村（前回比　－２）
第２３回（平成２４年　５月　８日現在）　３，０３２名（前回比　＋　２９）　　１００市町村（前回比　±０）
第２４回（平成２４年　６月　７日現在）　３，０５７名（前回比　＋　２５）　　　９８市町村（前回比　－２）
第２５回（平成２４年　７月　５日現在）　２，９９６名（前回比　－　６１）　　　９７市町村（前回比　－１）
第２６回（平成２４年　８月　２日現在）　３，００２名（前回比　＋　　６）　　　９５市町村（前回比　－２）
第２７回（平成２４年　９月　６日現在）　３，０１１名（前回比　＋　　９）　　　９４市町村（前回比　－１）
第２８回（平成２４年１０月　４日現在）　２，９９５名（前回比　－　１６）　　　９３市町村（前回比　－１）
第２９回（平成２４年１１月　１日現在）　２，９８５名（前回比　－　１０）　　　９５市町村（前回比　＋２）
第３０回（平成２４年１２月　６日現在）　２，９８１名（前回比　－　　４）　　　９４市町村（前回比　－１）
第３１回（平成２５年　１月１７日現在）　２，９６６名（前回比　－　１５）　　　９１市町村（前回比　－３）
第３２回（平成２５年　２月　７日現在）　２，９３９名（前回比　－　２７）　　　９１市町村（前回比　±０）
第３３回（平成２５年　３月　７日現在）　２，９４７名（前回比　＋　　８）　　　９１市町村（前回比　±０）
第３４回（平成２５年　４月　４日現在）　２，８９７名（前回比　－　５０）　　　９２市町村（前回比　＋１）
第３５回（平成２５年　５月　９日現在）　２，８６１名（前回比　－　３６）　　　９１市町村（前回比　－１）
第３６回（平成２５年　６月　６日現在）　２，８３９名（前回比　－　２２）　　　９０市町村（前回比　－１）
第３７回（平成２５年　７月　４日現在）　２，８１７名（前回比　－　２２）　　　９０市町村（前回比　±０）
第３８回（平成２５年　８月　１日現在）　２，８１３名（前回比　－　　４）　　　９０市町村（前回比　±０）
第３９回（平成２５年　９月１２日現在）　２，７９８名（前回比　－　１５）　　　８９市町村（前回比　－１）
第４０回（平成２５年１０月１０日現在）　２，７８７名（前回比　－　１１）　　　９０市町村（前回比　＋１）
第４１回（平成２５年１１月　７日現在）　２，７７４名（前回比　－　１３）　　　８９市町村（前回比　－１）
第４２回（平成２５年１２月　５日現在）　２，７２８名（前回比　－　４６）　　　８９市町村（前回比　±０）
第４３回（平成２６年　１月１６日現在）　２，７２５名（前回比　－　　３）　　　８９市町村（前回比　±０）
第４４回（平成２６年　２月　６日現在）　２，７１９名（前回比　－　　６）　　　８９市町村（前回比　±０）
第４５回（平成２６年　３月　６日現在）　２，６９５名（前回比　－　２４）　　　８９市町村（前回比　±０）
第４６回（平成２６年　４月１０日現在）　２，６５７名（前回比　－　３８）　　　８７市町村（前回比　－２）
第４７回（平成２６年　５月１５日現在）　２，６３６名（前回比　－　２１）　　　８５市町村（前回比　－２）
第４８回（平成２６年　６月１２日現在）　２，６２７名（前回比　－　　９）　　　８３市町村（前回比　－２）

第４９回（平成２６年　７月１０日現在）　２，６１６名（前回比　－　１１）　　　８３市町村（前回比　±０）

第５０回（平成２６年　８月１４日現在）　２，６０５名（前回比　－　１１）　　　８３市町村（前回比　±０）

第５１回（平成２６年　９月１１日現在）　２，５８９名（前回比　－　１６）　　　８１市町村（前回比　－２）

＜参考＞調査における避難者数及び避難先市町村数の推移

避難元
都府県名

施　　設　　別

計
所在判
明市区
町村数

避難元
都府県名

施　　設　　別

計
所在判
明市区
町村数











開催のお知らせ
起業勉強会

　東日本大震災から三年半という歳月が経過し避難生活が長期化する中、経済的な自立を目指し、
起業された方、起業を検討されている方々の数も増加してます。

このため、北海道の経営者や法律家等を講師に迎え、起業・経営に関するノウハウや情報を提供す

ることにより、避難者の自立と生活再建に向けた起業、創業、就業等につなげていくための勉強会

を開催します。

お子さまが一緒でもご参加いただけます。たくさんの方のご参加をお待ちしております。

第１回

◆開催日時　平成26年9月19日（金）1６:00～1７:３0（開場1５:45）
◆対　　象　東日本大震災により北海道に避難されている方

◆会　　場　サロン･ド・からから
　　　　　（アシスト協会内 交流の場）
　　　　　　住所：札幌市豊平区月寒西1条7丁目1-11

※地下鉄東豊線･月寒中央駅１番出口より国道36号線を横断し、
　アンパン道路を直進、徒歩３分。
※駐車スペースが限られておりますので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
　近くに、有料のコインパーキングもございます。

　

◆申込方法　①氏名　②住所　③電話番号　④避難元を記載し、北海道広域避難アシスト
協会までお申し込みください。　（定員30名先着順受付）

・メール　office@kouiki-assist.com
※件名に【起業勉強会参加申し込み】とお願いします。
※お申し込みの受付確認に上記アドレスより返信いたしますので、上記アドレス
からのメールを受信できるよう設定のほどよろしくお願いいたします。

・ファクス＆電話　011-826-4098

主催：一般社団法人 北海道広域避難アシスト協会　　　協力：みちのく会
　　　委託元：北海道総合政策部地域づくり支援局地域政策課

◆講　　師　                 湊　源道（株式会社ルーツ・オブ・ジャパン代表取締役）
　　　　　　　                    テーマ：『ピンチからチャンスへ乗り越える源道流経営』
　　　　　　　                        学生起業より18年の経営歴の中で会社閉鎖や放火事件など様々な
                                                  困難を乗り越えた実例をあげて、起業や経営についてのお話をして
                                                  いただきます。
　　　　　　　

みなと　　　げんどう

※電話申込の際は、平日9時～18時にお願いいたします。


